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また，イネ幼葉鞘細胞壁から， βーグルカンを加水分解するノfー タンが異なる 2つのグルカナーゼ、画分
(G 1とGIIi可分)を精製した。 G1画分はエンド型.G I画分がエキソ型の活性を示し.SDS-PAGE上
でそれぞれ約20kDa(G1両分)と58kDa(G1両分)の主要なバンドが擁認できたのこれら2つのタイプの
グルカナーゼが， βーグルカンの代謝回転に関与しこれらの活性は各種の環境シグナルにより制御され
ると考えられる。
以上のように，本論文は，光や71<等の環境要因が，植物細胞の成長を調節する機構に新しい知見を加え
るもので.博上(理学)の学位を授号・するに航すると審賛したω
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